
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 民間事業者の協力による出前授業や教員研修の充実によるプログラミング教育の推進

【石狩市の学力向上策】
◎ 市内全校への「学校力向上に関する総合実践事業」及び「授業改善等支援事業」の成果の普及
◎ 「エキスパート・サポーター」や「学力向上サポーター」を活用した「個に応じたきめ細かな指導」及び「分かる授業」の推進
◎ 教職員の資質向上や授業力向上を図るためのサマーセミナーや教職８年以下の教員を対象としたウインターセミナーの実施

○ 「算数の問題の解き方が分からないときは、諦め
ずにいろいろな方法を考える」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

学校質問紙

国語Ｂでは、「書くこと」「読むこと」、算数Ｂでは、
「数と計算」「量と測定」に課題がある。

○ 「算数の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

教　　　科

○

児童質問紙

○

○

■石狩市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：13校、児童数：527人）

【教科全体の状況】

　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

【分析】
○国語Ａ・Ｂ、算数Ａ・Ｂにおいて、前年度と比較し

て、全国との差が縮まっている。

算数Ａでは、「量と測定」で全国とほぼ同様になっ
ており、「図形」で全道とほぼ同様となっている。

算数の指導として、補充的な学習の指導を
行ったことにより、基礎的・基本的な知識・技
能の定着が図られ、算数Ａで前年度の平均正
答率を上回り、全国や全道との差を縮めるこ
とができたと考えられる。

○

「エキスパート・サポーター」や「学力向上サ
ポーター」を活用し、個に応じたきめ細かな指
導を継続的に行ったことにより、諦めずにいろ
いろな方法を考えると回答した児童の割合が
高くなったと考えられる。
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※ 「平均正答率－全国（公立）の

平均正答率」の 差の経年変化
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【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■石狩市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：8校、生徒数：531人）

○

○

 【学校質問紙調査】

平成29年度全国学力・学習状況調査の自校
の分析結果を活用して、授業改善が図られた
ことにより、理科の「物理的領域」「生物的領
域」で全国とほぼ同様になったと考えられる。

教職員の資質向上や授業力向上を図るため
の研修を定期的に実施したことにより、理科
の授業で自分の予想をもとに観察や実験の
計画を立てていると回答した生徒の割合が高
くなるなど、各教科等において授業改善が図
られたと考えられる。

【教科全体の状況】

【分析】

　【生徒質問紙調査】

○ 国語Ａにおいて、平成27年度から、全国との差が
縮まっている。

○

○

「理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実
験の計画を立てている」と回答した生徒の割合が、
全国及び全道を上回っている。

○

教　　　科

生徒質問紙

学校質問紙

「平成29年度全国学力・学習状況調査の自校の分
析結果について、調査対象学年・教科だけではな
く、学校全体で教育活動を改善するために活用し
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

理科では、「物理的領域」「生物的領域」で全国と
ほぼ同様になっている。

○ 国語Ｂでは、「書くこと」「伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項」、数学Ｂでは、「図形」「資料
の活用」に課題がある。

中学校教員による小学校への出前授業等、中学校区を単位とした「小中連携教育」の充実

市内全校への「学校力向上に関する総合実践事業」及び「授業改善等支援事業」の成果の普及
【石狩市の学力向上策】

◎
◎
◎ 「学力向上サポーター」や「学習支援ボランティア」を活用した「個に応じたきめ細かな指導」及び「わかる授業」の推進

教職員の資質向上や授業力向上を図るためのサマーセミナーや教職８年以下の教員を対象としたウインターセミナーの実施

◎
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